








要    旨:震災後 6 か月間に神戸市内の出生数は前年度に比較し 4.88%減少しており,披災

6 区では 13.2%の減,その他 3 区では逆に 4.49%増加している.低出生体重児の占める割合

は,1994 年度上半期には 6.85%であったのが,1995 年度上半期には 8.16%と 1.31%の上昇が

ある.被災 6区,その他 3区ともに 1月から 3月までの間で低出生体重児の増加がそれぞれ

1.75%増,2.89%増と激増しており, とくにその他 3区での増加が著しい.低出生体重児数の

著しい増加の割に,早産児の占める割合には大きな変化がなく,低出生体重児数の増加は主

として Light-for-dates 児の増加に依存していたように思える.

  養育医療申請者への問診表による調査から,被災 6 区の妊産婦の半数は被災により他地

域に避難しており,またその他 3 区でも 25.9%が避難生活を経験している.被災 6 区では家

屋の倒壊は免れても電気・水道・ガスのライフラインが寸断され,多くの妊婦は他地域ヘ

徒歩で,あるいは交通渋滞の中を長時間かけて車での避難を余儀なくされた.また被災地に

留まった妊婦は飲み水確保,片寄った食事,長距離の徒歩生活と身体的,精神的に大きなス

トレスを受けていた.

  低出生体重児出産の原因を特定することは困難であるが,極低出生体重児,超低出生体重

児, また早産児の増加が顕著でなく,低出生体重児,とりわけ Light-for-dates 児の増加が

著しいことは,震災による妊婦への心的ストレス,震災後数か月にわたる不自由な生活が妊

娠後半期にあった妊婦の栄養状態の悪化をもたらし,胎児発育を障害したことによるもの

であろう.披災 6区よりもその他 3区で低出生体重児の著しい増加があったのは,被災 6区

からの妊婦の流入が関与しているかも知れない.


